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主な助成対象の要件
●共通
・都内にある既存住宅であること。
・１つ以上の居室において、全ての窓について高断熱窓を設置すること。

●窓：国の断熱リフォームに係る支援事業にて補助対象となっている製品を使用すること。
●ドア：熱貫流率が3.49W／（㎡・Ｋ）以下であることを証明できる製品を使用すること。
※その他要件については要綱、手引きをご確認ください。

助成対象者
①既存住宅の所有者（個人・法人）又は集合住宅の管理組合
②①と共同で申請するリース事業者

助成対象経費
高断熱窓・ドアの設置に係る材料費と工事費の合計

主な助成対象の要件
●共通
・都内にある住宅において新規に未使用品を設置すること。

●太陽熱利用システム：
・自然循環型（太陽熱温水器）ではないこと。
・集熱器が日本産業規格のJIS A 4112に規定する基準相当の性能を持つものとして公社が
認めるもの

●地中熱利用システム：
・クローズドループ型であること。
・暖房時エネルギー消費効率（定格COP値）が3.7以上であるもの

※その他要件については要綱、手引きをご確認ください。

助成対象者
助成対象機器の所有者（国、地方公共団体及び外郭団体等の公的な団体は除く。）

助成対象経費
機器費、工事費

公益財団法人東京都環境公社
東京都地球温暖化防止活動推進センター（愛称：クール・ネット東京）
〒163-0810 東京都新宿区西新宿2-4-1 新宿ＮＳビル10階
受付時間：月曜日から金曜日まで（祝祭日及び年末年始を除く。）の９時から17時まで

【高断熱窓・ドア担当】
電話：０３ʷ５９９０ʷ５０６６
ＨＰ：https://www.tokyo-co2down.jp/individual/subsidy/window_door/index.html

【熱利用機器担当】
電話：０３ʷ５９９０ʷ５０８６
ＨＰ：https://www.tokyo-co2down.jp/individual/subsidy/heatutilization_machine/index.html

【高断熱窓・ドア】

【熱利用機器】

【お問い合わせ先・申請書提出先】



2022年3月31日まで
期間延長！

（予算が無くなり次第終了）
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スマホで
完結 ！ インターネット申請でらくらく簡単

スマホで
完結 ！ インターネット申請でらくらく簡単

（出所：資源エネルギー庁）

省エネ基準達成率
100％以上の冷蔵庫
（グリーン色の省エネ性マーク　 が目印）

この製品を1年間使用した場合の目安電気料金

目安電気料金は使用条件や電力会社等により異なります。
使用期間中の環境負荷に配慮し、省エネ性能の高い製品を選びましょう。

112 249

6,720 円

4.2

RFR-R0211

省エネ性能

年間消費電力量省エネ基準達成率

目標年度2021年度 ％ kWh/年

（出所：資源エネルギー庁）

郵送不要のインターネット申請をお勧めします！ アカウント発行は
コチラからインターネット申請をする場合、まず右のQR コードを読み取ってアカウント発行をしてください。



省エネ基準達成率100％以上
（省エネ性マークがグリーン色　  ）

※予算が無くなり次第終了となります。

HP上で必要項目を入力いただくか、
お近くの家電販売店にて申請書を
入手いただけます

2019年10月1日
以降の購入が対象

※インターネット申請：スマートフォン等で撮影した以下の書類の画像データ
※郵送申請：申請書の原本及び以下の書類のコピー

この製品を1年間使用した場合の目安電気料金

目安電気料金は使用条件や電力会社等により異なります。
使用期間中の環境負荷に配慮し、省エネ性能の高い製品を選びましょう。

112 249

6,720 円

4.2

RFR-R0211

省エネ性能

年間消費電力量省エネ基準達成率

目標年度2021年度 ％ kWh/年

冷蔵庫は基準達成率
100％以上が対象！
グリーンの　  が目印！

年間の目安電気料金が
安い製品がお得！

★の数が多いほど省エネ！
エアコンは★4以上が対象！

エアコン 冷蔵庫
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東京都は、家庭におけるエネルギー消費量の削減と非常時の自立性の向上を目的として、
家庭用燃料電池（エネファーム）の設置にかかる費用に対して助成を行っています。
ぜひ、ご活用ください。

助成対象機器

家庭用燃料電池（エネファーム）
◦都市ガスやLPガスから取り出した水素を空気中の酸素と化学反応させて電気をつくり出します。このときに
発生する熱でお湯を沸かし、給湯や暖房などにも利用できます。電気をつくる場所と使う場所が同じなの
で、エネルギーを無駄なく使えるだけでなく、停電時にも発電を継続できる※、環境にやさしく非常時にも
有効なシステムです。
　※停電時発電継続機能がついた機種の場合

〈エネファームの種類〉 PEFC：固体高分子形燃料電池を活用する家庭用燃料電池
 SOFC：固体酸化物形燃料電池を活用する家庭用燃料電池

エネファームの導入を
東京都が支援します！

PEFCは排熱回収率が高いため総合効率（電気＋熱）に優れています。また、SOFCはPEFCに比べて発電
効率が高い特徴があります。家庭におけるエネルギーの使い方や設置条件に合わせて、それぞれ適したタイ
プをお選びいただけます。



水素を活用したスマートエネルギーエリア形成推進事業（家庭部門）

助成対象者
助成対象機器の所有者、集合住宅の管理組合、住宅供給事業者（国・地方公共団体等の公的な団体は除きます。）

助 成 条 件
❶都内の住宅に新規に設置された助成対象機器であること。
❷助成金の交付を受けたエネファームの所有者は、原則、エネファーム設置前1年間及び設置後2年間のエネル
ギー使用の状況に係る情報について、公社が求めた場合に提供すること。
❸停電時発電継続機能付きであること。
※助成条件に関する詳細は手引き等をご確認ください。

詳しくはクール・ネット東京ホームページをご覧ください▶▶▶
https://www.tokyo-co2down.jp/individual/subsidy/hydrogen_smart/index.html              

東京都地球温暖化防止活動推進センター
（クール・ネット東京）
スマートエネルギー都市推進担当

受付
時間

月曜日～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）
午前9時～午後5時

〒163-0810
東京都新宿区西新宿2-4-1　新宿NSビル10階
TEL：03-5990-5086

受 付 期 間

令和2年4月1日から
令和4年3月31日まで
令和2年4月1日から
令和6年3月31日まで
事前申請受理決定日以降、
令和5年9月30日まで
事前申請受理決定日以降、
令和7年9月30日まで
事前申請受理決定日以降、
令和5年9月30日まで
事前申請受理決定日以降、
令和7年9月30日まで

PEFC

SOFC

PEFC

SOFC

PEFC

SOFC

助成対象機器 設置期間

－

－

令和3年10月1日から
令和4年3月31日まで
令和5年10月1日から
令和6年3月31日まで
令和2年8月3日から
令和4年3月31日まで
令和2年8月3日から
令和6年3月31日まで

事前申請の受付期間

令和4年3月31日まで

令和6年3月31日まで

令和5年9月30日まで

令和7年9月30日まで

令和5年9月30日まで

令和7年9月30日まで

交付申請（兼設置完了書）の受付期限※3

一般申請

事前申請
※1

特例申請
※2

申請区分

※1 「事前申請」とは、一般申請（設置後申請）で定める交付申請の受付期限までに一般申請をすることが困難であることが認
められる場合の申請をいいます。

※2 「特例申請」とは、住宅供給事業者による申請をいいます。
※3 上記交付申請の受付期限にかかわらず、領収書等に記載された領収日から6か月以内の交付申請が必要です。
 ★受付期間にかかわらず、予算がなくなり次第終了します。

助 成 額 等

7万円／台（戸建）
12万円／台（集合）
10万円／台（戸建）
15万円／台（集合）
7万円／台（戸建）
12万円／台（集合）

PEFC

SOFC
（700W）

機器費の
5分の1

SOFC
（400W）

助成対象機器 補助率 上限額※

※上限額は助成対象機器の市場価格等に応じて、毎年度見
直されます。



充電設備導入促進事業について

事業概要と変更内容

 事業概要
集合住宅や事務所・工場等、商業施設・宿泊施設等における
電気自動車・プラグインハイブリッド自動車用充電設備の普及
拡大に向け、充電設備の設置等を支援し、充電ｲﾝﾌﾗの整備
促進を図ることを目的

 R3年度からの主な変更内容
・受変電設備改修費を補助対象に追加
・充電設備運営補助について電気基本料を補助対象に追加

補助対象、補助率等

 充電設備導入補助

 充電設備運営補助

補助対象 充電設備購入費、設置工事費、受変電設備改修費

補助対象者
・集合住宅に設置する充電設備の所有者、建築主又はマンション管理組合
・事務所・工場等に設置する充電設備の所有者
・商業施設・宿泊施設等に設置する充電設備の所有者

補助内容

【充電設備購入費】
補助対象経費と国補助額の差額（機種に応じた上限あり）
【設置工事費】
補助対象経費と国補助額の差額
（補助上限額：普通充電設備81万円、急速充電設備309万円）
【受変電設備改修費】
補助対象経費とその他補助額との差額
（補助上限額：435万円）

事業期間 令和４（2022）年度まで

補助対象 充電設備維持管理費及び電気基本料（設置から3年間まで）

補助対象者 商業施設・宿泊施設等に設置する急速充電設備の所有者

補助限度額
維持管理費 ：1年間あたり40万円
電気基本料※：1年間当たり60万円
※ 再生可能エネルギーを利用することが条件

事業期間 令和２年度から令和７（2025）年度まで（申請期間は令和4年度まで）

※ 本資料は現時点での内容であり、6月以降に正式確定する予定

【問合せ先】 ＜助成事業の概要に関すること＞ ＜申請手続きに関すること＞
東京都環境局 地球環境エネルギー部 公益財団法人 東京都環境公社
次世代エネルギー推進課 東京都地球温暖化防止活動推進センター
電話：03-5388-3599 電話：03-5990-5159



                   

 
令和３年度  

電気自動車等用の充電設備導入に係るマンションアドバイザー派遣 

―マンション管理アドバイザー制度― 

 
東京都内全体の二酸化炭素排出量のうち約２割を運輸部門が占めており、その８割が自動車からの排出で

す。このため、電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車をはじめとしたゼロエミッションビークルの

普及が重要です。 

当制度では、この度、電気自動車等の普及に向けて、マンションへの電気自動車等用の充電設備設置に関

するアドバイスを B-7 コースで実施します※。 

東京都内のマンションの所有者や管理組合等の皆様、充電設備の設置をご検討してみませんか？ 

※マンションアドバイザーは、マンション管理士又は一級建築士を有し、かつ、集合住宅の維持管理や改

修に必要なノウハウ、それに伴う相談経験のある者が、常に公正、公平で中立的な立場でアドバイザー

業務を行い、依頼者への説明に当たり、営利目的を排し、特定のメーカー、対象事業者等に不当に利益又

は不利益を与えるような説明、助言は行いません。 

※令和３年度中に派遣が決定したものに限らせていただきます 

 

ご利用は、まちづくりセンターのホームページ(https://www.tokyo-machidukuri.or.jp/)から申込書をダ

ウンロードし、必要事項を記入し上記宛先までご送付ください（郵送、FAX、メール）。 

3 週間後以降の希望日を予めご検討いただき、お電話で事前相談していただくとスムーズです。 

＜相談できる内容＞ 

マンションへの電気自動車等用の充電設備設置に関すること 
 

・充電設備の種類、設置工事の内容 

・管理規約等の改正にかかる合意形成 

・利用料の徴収方法 

・消防法等の必要な諸手続き 

・他の集合住宅での充電器設置事例 

・補助金の有無（充電設備等設置に関する） 

・その他関連する情報提供 
 

＜利用料金＞ 

無料 

＜対象者＞ 

管理組合、区分所有者の任意団体（管理組合が組織されていない場合）、区分所有者、賃貸マンションの所有者  

＜受付窓口＞ 

 公益財団法人 東京都防災・建築まちづくりセンター まちづくり推進部（マンション管理アドバイザー制度担当） 

 〒160-0023 新宿区西新宿 7-7-30 小田急西新宿 O-PLACE2 階  

TEL：03-5989-1453  FAX：03-5989-1548  
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